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　新しい腎スキャン剤の99mTc－penicillamin　acetazola・

mide　complex（T・PAC）を使用し，そのシンチグラム

を従来の203Hg－chlormerodrinによるシンチグラムと比

較して利点欠点を検討した．

　〔方法〕

　99mTc・pertechnetateにpenicillaminを還元剤として

acetazolamideを結合させpHを8．5に調整したのちオ

ー トクレープで滅菌する．投与量は1人2mCiとし，

投与後1時間前後にシンチカメラによリシンチフォトを

記録した．203Hg・chlormerodrinシンチグラムはこの検

査後なるべくはやく続けて行ない，投与量は100μCi，

2－3時間後にシンチスキャナにてフォトスキャンを記

録した．

　〔結果〕

　現在までに12例の腎疾患およびその疑いのある患者に

TPACスキャンを施行した．初期の症例にはpHの調

整が悪く腎孟から排泄される像，即ち1311・馬尿酸塩の

スキャンに似た像が得られたが，p且調整にpHメー

タを使用してからは安定した像が得られるようになっ

た．TPACは腎皮質に集積して腎からの排出がおそく，

正常機能でのT1／2は約1時間である．従来の99mTc・

DTPAにくらべると排泄が速くないのでシンチグラム

記録により適している．203Hg・chlormerodrinとほぼ同

質のシンチグラムが得られ，被曝線量は2ケタ減少させ

ることができる．また腎機能の低下した症例では203Hg・

chlormerodrinよりもTPACの方がよく腎の形態を描

出した．脳，肝をはじめ多くの臓器のシンチグラムに

99mTc化合物が利用できるようになり，患者の被曝線量

軽減とシンチグラム画質の向上が期待できるが，TPAC

は99mTcの腎スキャン剤として臨床的に有用となるで

あろう．しかしまだ作製の全操作が無菌的にできないこ

と，pHの調整がやや面倒なことなどの改良すべき点が

のこされている．
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　renal　scanning　agent　としては，203Hg・or　197Hg－

chlormerodrinが最も多く使用されているが，被曝線量

が比較的多いという欠点がある．そこで最近はscinti1－

lation　cameraの発達にも刺激され，99mTc・DTPA，

99mTc－iron・ascorbic　acid，99mTc．penicillamin　acetazo1・

amide　complex（TPAC）など99mTc標識物質が利用

されるようになって来た．我々もTPACによるrenafi

scintigraphyを行ない臨床的に諸種検討した．対象例は

主として泌尿器科疾患を有する30症例である．TPAC

はHalpernらの報告に従って調製した．普通成人で4

～8mCiを静注し，その後10分間隔で6～9枚のrena》

image　を　Nuclear　Chicago製　PHO／Gamma　HP

scintillation　cameraにより描出し検討した（必要に応

じてscintiscan，両腎の集積曲線なども描いた）．全症例’

でIVP又はDIPをi撮影しており，　RP，　Angiography．

197Hg・chlormerodrinによるrenal　scanなどとも比較

検討した．その結果次のことが判った．

　①全例においてほぼ満足すべきrenal　imageを描出

し得た．②静注後10分後からrenal　imageを描出し得

たが，有機能部と無機能部の影像を鑑別するには，少な

くとも静注後40分以上の追求が必要であった．従って

scanの場合は40分以後からはじめるべきである．③腎

の血流検査にも応用できる．④腫瘍部も単なるdefect

として描出されず，のう腫との鑑別の可能性もある．⑤

著しい機能低下腎でも，血流があればrenal　imageを

描出し得た．このことは無機能腎の検索に適する反面，

腎機能の有無の判定には不適である．⑥描出されたもの

が203Hg－or　i97Hg・chlormerodrinによるものと違うの

で，像の解釈は慎重でなくてはならない．

　TPACは良いrenal　imageが描け，かつ203Hg・or

197Hg・chlormerOdrinに比し被曝量も少ない秀れたrena正

scanning　agentである．しかしその調製が多少面倒で

あり，この点を解決しないと今後の普及は期待し得な

い．
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